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    平成 22 年 8 月 5 日 

 各  位 

 

  上場会社名 千代田化工建設株式会社 

  代 表 者 代表取締役社長 久保田 隆 

  （コード番号 6366 東証第一部） 

   問 合 せ 先 主計部長 関田 信雄 

  （TEL 045-506-9410） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年5月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしま

したのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成23年3月期 第２四半期連結累計期間（平成22年4月1日～ 平成22年9月30日）       

連結業績予想数値の修正          （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益
四 半 期 

純 利 益 

1 株当たり 

四半期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想        （Ａ） 
（平成 22年 5 月 13 日発表） 

115,000 2,000 1,900 1,000 3.86 

今 回 修 正 予 想        （Ｂ） 120,000 3,500 2,500 2,000 7.72 

増  減  額        （Ｂ－Ａ） 5,000 1,500 600 1,000 ― 

増  減  率        （％） 4.3 75.0 31.6 100.0 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

(平成 22 年 3 月期第 2四半期) 
164,658 △2,382 △380 △1,745 △6.73 

 

２．業績予想修正の理由 

 

売上高については、手持工事において堅調な進捗が予想されることによります。 

 

営業利益については、売上高の増加に加えて、一部の国内プロジェクトにて第３四半期以降

に実現すると見込んでいた採算の改善が第 1四半期で実現したことによります。経常利益につ

いては、営業利益の改善の一方で、為替差損の発生が見込まれることによります。四半期純利

益については、一部の外国子会社からの配当金に対し益金不算入制度が適用されたことに伴う

税金コストの減少によります。 

 

通期の業績予想については、不確定な要素が多いことから、現時点においては平成 22 年 5

月 13 日に公表した業績予想を据え置きます。 
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３．見通しに関する注意事項 

 

 この資料に記載されている業績見通しは、種々の前提に基づく将来の予想であり、実際の業

績は様々な要因により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知お

き下さい。従いまして、これらの見通しのみに依拠した判断をされることは控えるようお願い

致します。 

  以  上 


